
3. 四川省 成都平原で発掘された古代の製鉄遺跡  

愛媛大古代東アジア研究所・中国合同調査報告 概 要 ―中国西南地域の鉄から古代東アジアの歴史を探る―  

愛媛大学 東アジア古代鉄文化センターシンポジューム  参加 聴取概要 2007.10.27. 

 

3.1. 四川盆地 成都平原の製鉄遺跡 

 共同発掘調査の視点 

   四川盆地は 四川・重慶地区に位置し、巫山、大巴山などの山

脈に囲まれて閉ざされた地形を形づくっている。 

面積は20万平方キロ、盆地底部の海抜は300～800メートル、北が

高く南が低い。盆地の北西部は成都平原で、中央部と東部は丘陵、

低山地帯である。三国志で有名な蜀の国である。 

また、国の礎を築いてきたのは黄河文明とされてきたが、最近の調

査で、長江流域にも豊かな文明(長江文明)が発達していたことが明

らかになり、多面的な見方が必要になっている。四川省成都平原に

出土した三星堆遺跡は長江の流域に独自の青銅器文明を花開かせた古蜀の都で、黄河下流域中原を中心とした黄河文明とは

異なる文化を長く維持してきた。 

 

西アジアから伝わった製鉄技術も中原・華北が一大中心と見られてきたが、中国西南部の文化圏をも含め再検討が必要にな

っている。特に東西の交易路 揚子江が流れ、四方を山で閉ざされ、長く独自の文化を育んできた。そして、歴史的には漢

代以降中原の文化に征服された歴史から、黄河流域と揚子江流域の両方の文化が流れ込んだ土地でもあり、いまだ数々の遺

跡が眠っている可能性があるという。また、閉ざされた土地ながら、揚子江を通じてインド・西アジアとも通じていたと考

えられ、前漢の時代の史記には古蜀の人々が 北のシルクロードとは別の南西のルートを通って東アジア・インドに行って

いたことが記され、東西のアジアを結ぶ西南シルクロードが 北のシルクロードが繁栄する前からあったのではないか?。 

 中国 西南地方 四川 成都平原の地域を「鉄」文化の面で見ると 

< 四川での日中合同の製鉄遺跡発掘調査の視点> 

1. この地で青銅器文明が大きく花咲く一方、中国西部に偏在して出土する初期塊錬鉄の鉄器 

「金柄や青銅柄に装着された鉄剣」など初期鉄器が西から早くに伝来した地である。 

2. 鉄の統制に乗り出した秦の始皇帝そして漢が鉄官を生いた地と記された土地である。 

3. 漢の歴史書などにはこの四川成都平原が一大製鉄地帯で、鉄の大豪族が出現していたことを記している。 

これらが示すごとく、古くから四川は中国における一大製鉄地帯の可能性が強い。そして、西から中国へ至る西南シルクロ

ードの道の上にあり、従来 北のシルクロードが鉄の道として重要視されてきたが、西からの通商路として、重要性が明ら

かになりつつあるこの西南シルクロードの役割もチェックする必要がある。 

この四川での明確な製鉄遺跡調査はなされておらず、具体的な実証例がないままに、大事には扱われてこなかった。 

しかも、この地には 中国ですでに消えて久しい塊錬鉄の痕跡があり、日本のたたら製鉄のルーツを考える上でも重要なポ

イントである。知りませんでしたが、地図を広げてみるとうなってしまいます。 

 

少なくとも中国では 中原の地以外で製鉄遺跡がきっちりと発掘調査された例はなく、この地で製鉄遺跡が見つかるだけで

も 歴史書に書かれた史実が明らかになる。 

また、他に類をみない巨大な製鉄炉による製鉄技術が発達した中国。その初期段階がわかるかもしれぬ。 

そんなスタートだったようですが、次々と漢代以前につながる製鉄遺跡遺構や大鉄塊 そして 大量の鉄滓が堆積する丘な

どが発掘され、史実どおりこの地が古代の大製鉄地帯であったことが、明らかになってきたという。 

 

 

 

 



  ■ 成都平原 古石山遺跡発掘の意義を伝える 2007.10.27.の読売新聞 

中国・後漢代の四川省に製鉄跡、「蜀」建国の理由に迫る発見か…愛媛大など発見（読売新聞2007-10-27） 

 
中国・四川省古石山遺跡で、愛媛大学東アジア古代鉄文化研

究センターと成都市文物考古研究所などの日中調査隊が、後

漢代（１世紀頃）の製鉄遺跡を発見した。 

中国の中心部である中原以外で、漢代の製鉄跡が見つかった

のは初めてで、黄初２年・章武元年（２２１）に劉備が、こ

の地域に三国時代の「蜀」を建国した理由を解明する上でも

重要な発見として注目される。 

同大学で２７日午後に報告される。 

秦の始皇帝が現在の四川省に鉄生産の役所を置いたとの記録がある事から、調査隊は同省内で昨年から発掘調査を行ってきた。 

その結果、今年６月に、成都市蒲江県の古石山遺跡から、高さ１・５ｍ、幅最大１ｍの煉瓦造りの製鉄炉の跡が出土した。 

炉は４ｍ程の高さがあったと推定され、日本では幕末から明治にかけての製鉄炉と同じ規模という。 

調査に携わった村上恭通・愛媛大学教授は「諸葛孔明や劉備たちは山間部の蜀に追い込まれたというよりも、鉄を得るために積極的

に入っていた可能性がある」と推測している。 

愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター HPより  http://www.ccr.ehime-u.ac.jp/aic/katudou01.html 

 

 



   

 

3.2.  中国四川省 成都平原で発掘された古代の製鉄遺跡  合同調査隊報告まとめ 

 

シンポジュームでは村上恭通教授が四川省成都平原のアジアの文明史での位

置づけや西アジアからの中国への｢鉄｣の伝播の歴史ならびに四川 成都平原

の位置づけをベースに四川成都平原の製鉄遺跡発掘の日中共同調査の意義を

話され、合同調査に参加した中国メンバーからそれぞれ調査報告があった。 

 

成都文物考古研究所 王毅氏から、5000 年前から 2000 年前 四川 三星堆遺跡・金沙遺跡

を中心としたこの四川に花開いた長江文明・古蜀の青銅器文化を紹介。 そして、戦国時代

の後期 紀元前３１６年⋎により、蜀王国が滅ぼされ、成都平原の青銅器時代は消滅に向かい、

逆に中原の鉄器文化がこの四川に流入し、前漢時代前期になると中原文化に編入されて道を

たどる。 四川

に鉄器が入る前

の時代の歴史を

中心に四川の古代をレビュー。また、四川の

製鉄を記した数々の中国の古文書を紹介。そ

して、この一般的な四川の歴史理解を基本に、

今回の四川成都平原での製鉄遺跡発掘調査で、文献にある｢古代の大製鉄地帯 成都平原｣が続々と発掘される古代の製鉄遺

跡の出土によって、裏付けられつつあるという。 

 

四川大学歴史文化学院の李映福氏が発掘された製鉄遺跡を具体的に紹介し、成都平原が漢代以

前の青銅器文化の中心であった時代から、数々の文献が記しているとおり、まだ 確証はない

が、製鉄の一大中心でもあったことが見通せると四川の意義を紹介された。 

 

 

以下 紹介された製鉄遺跡の概要を以下に記す。 

1. 銅柄鉄器の存在が示す鉄器伝来初期の製鉄につながる製鉄の探求 

2. 秦 始皇帝の成立と秦支配下での鉄の大量生産  

3. 漢代以降の鉄生産  中国一の鉄富豪の存在の史実が示す大製鉄地帯 



 a.  成都平原で発掘された古代の製鉄遺跡  

合同調査報告 まとめ 

成都平原の製鉄遺跡 約１００ヶ所のうち ２５ヶ所を調査。 

漢代以前の春秋戦国時代につながる製鉄遺跡遺跡が発掘されたのを始め、異な

る時代の製鉄遺跡を見出すことができ、この成都平原が史実どおり、古くから

中国の一大製鉄地帯であったことがわかった。しかし、鉄器伝来初期のこの地

方に存在する銅柄鉄器と関連すると考えられる春秋戦国時代の製鉄遺跡・塊錬

鉄の明確な痕跡はまだ見つかっていない。しかし、今回の合同調査で、成都平

原が漢代以前の青銅器文化の中心であった時代から、数々の文献が記しているとおり、製鉄の一大中心でもあったことが見

通せると考える。         成都高原 蒲江県の製鉄遺跡分布 

 

    

 

 

 

 

 

1. 古石山遺跡 

   １世紀 漢代の巨大製鉄炉が立ったままで出土した。また 崖には大量の鉄滓が堆積していた。 

   また、炭窯が3基出土 

    
      製鉄炉出土現場      古石山遺跡全景1       古石山遺跡全景2      鉄滓が数ｍの厚さに堆積した崖      

   
     出土した製鉄炉    炭窯                    出土した炭・製鉄原料・鉄滓 

 

製鉄炉は底から約1.5mの高さまで耐火レンガの炉壁が残っていた。

炉壁の被熱状態や底を考えると高さ約4.5mの円筒炉と考えられ、

巨大な製鉄炉である。耐火レンガで築かれ手いるため、炉が立った

ままで、写真ではあるが 巨大製鉄炉である。 

羽口は残念ながら見つからなかったという。 

 この古石山の地名は漢時代の古書｢華陽国誌｣に後漢の製鉄場と

して登場し、1世紀頃の製鉄炉と考えられている。 

  

 

 

 

1. 古石山遺跡  １世紀漢代の巨大製鉄炉が立ったままで出土     漢代 

         大量の鉄滓の堆積崖・炭窯が3基出土 

2. 鉄牛村遺跡   巨大鉄塊の出土 耐火レンガ 土器片       漢代 

3. 許鞋匾遺跡   レーザー探査試掘 沙鋼炉            後漢 

4. 高炉山遺跡   大量の炉壁耐火レンガ・鉄滓と石組製鉄炉     唐・宋時代 

5. 鉄尿壩遺跡   試掘  鉄銭の鋳造               宋 



 2. 鉄牛村遺跡   巨大鉄塊の出土 耐火レンガ 土器片    後漢 

    
       鉄牛村製鉄遺跡全景      大鉄塊           散在する耐火レンガ            レンガ片 ?? 

 製鉄遺跡の丘の下の部分から長さ約1.5mの大鉄塊が見つかり、丘の上にはレンガが散在 

 製鉄炉は見つかっていないが、この大鉄塊からして、巨大製鉄炉が丘の上にあり、この鉄塊は上から転がり落ちたものと

見られている。同時に土器片が出土しており、その土器片から 後漢の製鉄遺跡と見られている。 

 

 3. 許鞋匾遺跡   レーザー探査試掘 沙鋼炉   後漢 

   
許鞋匾遺跡のレーザ探査     探査地の試掘で大量のレンガそして沙鋼炉画出土  

史記に記載のある鉄の大富豪｢卓氏｣の製鉄炉の可能性もあるという。  

 4. 高炉山遺跡   大量の炉壁耐火レンガ・鉄滓と石組製鉄炉   唐・宋時代 

  
  高炉山遺跡            崖から出土した石組の製鉄炉 

この高炉山遺跡の丘には大量の鉄滓とレンガ壁が散在し、崖のところから石組の製鉄炉が出土。  

年代的には唐・宋時代と考えられている。 

 5. 鉄尿壩遺跡   試掘  鉄銭の鋳造   宋 

     
今回の合同調査で、前漢以前の春秋戦国時代の製鉄遺跡は見つかっていないが、 

四川盆地の膨大な製鉄遺跡群をさかのぼれば、史実のとおり、戦国時代前期までさかのぼれるという。 

 



b. 成都平原初期鉄器に関する歴史文献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の発掘調査を聞いて一番びっくりしたのは、古石山遺跡で１世紀後漢時代の巨大製鉄炉がそっくりそのまま出土し

たこと。中国の製鉄炉は巨大な製鉄炉といわれてきたが、ほんとうだろうか・・・・と半信半疑であったが、見るのは

初めて。 

レンガで築かれていたため、炉壁が残り、炉全体の高さはほぼ4.5mと推定されるという。  

一瞬 炉壁が残っている鹿児島知覧で見た石組製鉄炉をイメージしましたが、映し出される周辺の人の大きさからも、

その巨大さがわかる。 ｢羽口ばどうだったろう｣ と目を凝らしましたが、残念ながら羽口は出土せず。 

でも ｢本当だったのだ。 中国の巨大製鉄炉は・・・・｣と。 

また、この製鉄炉が出土した周辺の崖は鉄滓の集積した崖で、その量は１０万㎥に達するという． 

出土年代は土器片から後漢１世紀頃と見られ、前漢以前の製鉄伝来初期の塊錬鉄の炉ではないが、巨大製鉄炉の存在は

この地が大製鉄地帯であった立証であろう。 

なぜ漢の時代の前に｢秦｣が四川を攻め また、三国時代蜀がこの四川に都を置いたのか不明であったが、文献が示して

いるとおり、この地が大製鉄地帯であったとの村上教授らの見解も理解ができる。すごい発見である。 

                2007.10.27.  シンポジュウムに参加して 

     By  Mutsu  Nakanishi  

 

 

1. 史記 129巻 貨殖列伝 

  ● 成都平原の漢代の製鉄について 製鉄の規模が作業員2000人と記載している。 

  ● この成都平原での製鉄で中国一の大富豪として ｢卓｣氏・｢程｣氏を記しており、 

この製鉄の位置が古石山という。(華陽国誌) 

 2. 漢書 28巻上  ● 四川に鉄官・塩官が置かれたと記している 

 3. 華陽国誌(漢の後の地方誌で四川・重慶について記載)  

巻1 巴志   ● この地の資源として ｢鉄｣ そして 四川に鉄官が置かれていたと記載 

巻2 漢中志  ● 重慶に鉄官 

   巻3 蜀志   ● 古石山 に鉄官 卓氏について記載 

            ● 広都県の山に鉄鉱石 

 ほか 


